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水生植物を効果的に保全するには？： 

種の生活史特性を考慮した保全対象地の選択が有効 
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1. 背景 

野生生物を絶滅による危機から守るために、国立公園などの保護区は大きな役割を果た

しています。保護対象とする地区を効率よく選定するためには、生物の長期にわたる個体
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国立研究開発法人国立環境研究所（以下「国立環境研究所」という。）と国立

大学法人東京農工大学、学校法人東邦大学、学校法人常葉大学は、東広島市西条

盆地の 415のため池に生育する水生植物 62種の過去 37年間の在・不在データを

解析し、一度池から消失した水生植物種が再び出現（個体群が回復）する頻度を

明らかにしました。さらに、この再生プロセスを考慮して保全対象とするため池

を選定した場合、それらを考慮しない場合に比べて少ない数のため池でより多く

の種を効果的に保全できることを明らかにしました。本研究は、生物が持つ生活

史特性※1と個体群動態を考慮した保全計画を実施することが重要であることを明

らかにした初めての研究です。 

本成果は英国生態学会の学術誌 Journal of Applied Ecology誌電子版に 2018

年 11月 13日（日本時間 13時）に掲載されます。 



 

2 

 

数変化のモニタリングデータや詳細な生態学的情報が必要ですが、そのようなデータの取

得は一般に難しいため、これまでは、ある時点での生物分布データが用いられてきまし

た。しかし、数年の単位で消長するような生活史特性を持つ生物や、種数の減少速度が速

い絶滅危惧種などを対象とする場合、一時的な分布データのみに基づいて選定された保護

区では効果的な保全ができない恐れがあります。例えば、多くの植物は埋土種子（土壌中

に含まれる種子）を持ち、環境などに応じて数年間休眠することがあるため、一時的な地

上部の観察だけでは地下に埋土種子として存在している個体群を見落とす可能性がありま

した。 

本研究は、東広島市の多数のため池に生育する水生植物を研究対象としました。水生植

物は、近年の河川や湖沼の環境悪化により絶滅の危機に瀕しており、ため池が貴重な生育

場所となっています。水生植物の生物多様性を支えるためには、優先的に保全するべきた

め池を選定することが効果的です。本研究では、水生植物 62種（絶滅危惧種 23種を含

む）の過去 37年間にわたる観測データを用いて、埋土種子からの再生に着目した絶滅リ

スクの評価を行いました。さらに、水生植物の埋土種子からの再生を考慮した場合としな

かった場合における保護区の有効性を検証しました。 

 

2. 方法 

東広島市西条盆地にある 415のため池（写真 1）において 1974年から 2011年までの 37

年間に、著者の一人である下田が水生植物 62種の地上個体群の在・不在状態を記録しま

した。各種の地域における絶滅リスクを評価するために、2年以上連続して調査を行った

部分を対象とし、ある種が前年から翌年にかけて地上部が在から不在に変化した確率（消

失確率）と不在から在に変化した確率（回復確率）を計算しました。この確率を利用して

、種ごとの地上部の在・不在の将来にわたる変化と地上・地下を合わせた個体群の絶滅確

率をシミュレーションにより計算しました。また、水生植物の種子の寿命が長くても 40

年程度であることを考慮して、シミュレーションの中で、地上部が不在の状態が長く続く

ほど回復確率が下がり、40年間不在が続いた場合には、回復確率がゼロ（つまり、そのた

め池では絶滅）となるように設定しました。 

本研究ではさらに、埋土種子からの再生を考慮した保護区選択の有効性（すべての水生

植物種の保全を達成するためにいくつの池が必要か）を検証するために、以下の 3つのシ

ナリオにもとづいた保護区の選定方法を比較しました。 

① 一時点の分布データにもとづいた保護区選択シナリオ（一時点シナリオ） 

② 個体数の時間変化にもとづくが、埋土種子からの再生を考慮しないシナリオ（再生

なしシナリオ） 

③ 個体数の時間変化にもとづき、埋土種子からの再生を考慮したシナリオ（再生あり

シナリオ） 
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写真 1．東広島市の山間部にあるため池に生育する水生植物（撮影者：下田路子） 

 

3. 結果と考察 

62種の水生植物のうち、回復確率が 0.2を超えたのは 25種（40.3%）、0.4を超えたの

は 3種（4.8%、写真 2）にのぼったことから、前年に地上個体群が不在であっても翌年以

降に埋土種子から再生する種が比較的多いことがわかりました。 

 

 

写真 2. 個体群の回復確率が 0.4を超えた 3種（撮影者：下田路子） 
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埋土種子からの再生を考慮しなかった場合、水生植物種ごとの絶滅確率は埋土種子の寿

命である 40年目付近を境に激増し、100年後にはすべての種が地域で絶滅するという予想

が得られました（図 1A）。一方、埋土種子からの再生を考慮した場合、種ごとの絶滅確率

は緩やかに増加し 100 年後に絶滅確率が 70％を超えたのは 7種にとどまりました（図 1B

、写真 3）。この 7種の生活形※2はすべて抽水植物か沈水植物でした。日本では、ため池の

護岸化や水質の悪化が進んでいるため、岸辺や水中で生育する水生植物種の絶滅リスクは

高いと考えられます。この結果から、水生植物の再生プロセスが保証されるなら、種の絶

滅リスクを減少させる効果があることが示唆されました。 

 

図 1. 水生植物 62種の 100年後までの絶滅確率の予測図 

(A)埋土種子からの再生を考慮しなかった場合。(B)埋土種子からの再生を考慮した場合。 

線のタイプと色の違いは水生植物種の違いを表します。 
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写真 3. 100年後の絶滅確率が 70％を超えていた種（撮影者：下田路子） 

 

また、水生植物種ごとの埋土種子からの再生を考慮して保護対象とする池を選定した場

合、それらを考慮しない場合に比べて少ない数のため池でより多くの種を効果的に保全で

きることが明らかになりました（表 1）。再生ありシナリオでは、すべての水生植物種の保

全を達成するために 4 つの池を保護する必要があることに対し、一時点シナリオと再生な

しシナリオではそれぞれ 13, 10の池を保護する必要があることがわかりました（表 1）。 

 

表 1. 埋土種子からの再生を考慮して保護対象とする池を選定したときの水生植物種の保

全効果 
 

すべての種の保全を達成※するために必要な池の数 

一時点シナリオ 13 

再生なしシナリオ 10 

再生ありシナリオ 4 

※すべての種における 100年後の絶滅確率の平均が 10%以下の状態を表します。 

 

4. 今後の展望 

今回の解析により、生物の生活史特性を考慮して保護区を設置することが効果的な保全

には重要であることが明らかになりました。本研究は、生物が持つ生活史特性と個体群動態
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を考慮した保全計画を実施することが重要であることを明らかにした初めての研究です。

特に絶滅危惧種のように、次世代の個体群が埋土種子の再生に強く依存するような種を保

全対象とするときには、種ごとの再生プロセスを考慮に入れた保全対策を行うことが有効

です。さらに、このような保全対策を策定するためには、市民参加型の調査などによって蓄

積された長期間のモニタリングデータの活用が欠かせません。 

ため池は、多くの水生生物の重要な生育・生息場所になっています。ため池の利用と保

全を両立する管理方策を検討する上で、優先的に保全すべき池の特定や地図化は欠かせま

せん。本研究の成果が、より効果の高いため池の保全・利用計画の策定に活用されること

を期待しています。 

 

5. 研究助成 

本研究は、環境省及び独立行政法人環境再生保全機構の環境研究総合推進費（S-9）陸

水生態系における生物多様性損失の定量的評価に関する研究の支援により行われました。 
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8. 用語解説 

※1 生活史特性：生物個体が生まれてから成長・繁殖し死ぬまでの間に起こる休眠、分

散、寿命、繁殖開始齢、産卵数などの特性。 

 

※2 生活形：水生植物の生活様式の違いによって分けられる形。抽水植物、沈水植物、

浮葉植物、浮遊植物に大別される。種によっては、環境の変化に応じて生活形を可

塑的に変化させることがある。 


